
 
 
 
 
ベテラン教師「目標も，以前と比べるとすっきりして分かりやすくなったし，内容項目の考え

方もキーワードで具体的に分かるようになってきたね。」 
若手教師「ところで，校内で道徳教育を推進していくには，どうしていくのでしょう。」 

 
 
 
 
 

Ａ． 各校の児童生徒や地域の実態を踏まえ，道徳教育の重点を明

確にした教育課程を編成します。その重点目標を踏まえて「道

徳教育の全体計画」「道徳科の年間指導計画」を作成します。 

道徳教育推進教師が中心となり，すべての教職員の協力の下，

これらの環境整備をしていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 道徳教育の推進（教育課程の編成） 

Ｑ. 道徳教育をどのようにして推進していくのでしょうか？



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（1）道徳教育の全体計画 

学校教育目標 

道徳教育目標 

【道徳教育重点目標】 

各学年の重点内容項目 

低学年 中学年 高学年 

各教科 

特別活動 外国語 

活動 

学年・学

級経営 

児童の実態 

教師の願い 

保護者の願い 

地域の願い 

日本国憲法 

教育基本法・学校教育法 

学習指導要領 

北 海 道 教 育 推 進 計 画 

道徳科の指導方針 

地域・家庭との連携 

学校教育全体で道徳教育を推進していくという視点から，各

教科などとの関わりや学年・学級経営，家庭や地域との関わり

などを確認します。 

総合的な学習の時間



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

家庭や地域との連携 

 
道徳教育を推進していくためには，学校で子どもたちを育てるとい

う視点から，家庭・地域を巻き込んで社会全体で育てるという発想の

転換が必要です。 
 
 
 
 
 
 
 

 学校・家庭・地域との連携により，子どもたちへ「いつもあなた方のこと

を見守っているよ」という安心感を与えることが大切です。 

学校 

家庭 地域 

・地域参観日 

・地域ボランティアの

活用（講師・行事）

・参観日 

・PTA 活動 

・各行事 

・地域の行事 

・子ども会 

・自治会活動 
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道徳教育の全体計画を受けて，道徳科の年間指導計画を作成します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2）道徳科の年間指導計画の作成

第 3 学年道徳科 月別主題配列表 

回 月 週 内容項目 主題名 教材名 
１ 

４ 

１ A－３ 節度，節制 今，やるべきことは  １ テレビゲームおあずけ 
２ ２ C－13 勤労・公共の精神 だれかのために ２ ロボくんと小鳥  
３ ３ A－５ 希望と勇気，努力と強い意志 チャレンジ ３ 一分間スピーチ  

A-3 節度，節制 

P．○○ 
教材名 



 

 

Ａ． 「道徳教育の全体計画の別葉」を作成します。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（3）道徳教育の全体計画の別葉 

Ｑ. 道徳教育の全体計画を効果的に機能させるようにするた

めに，どのような方策がありますか？ 

学校全体で道徳教育の重点を共通理解し，一貫した指導を行う視点での作成

道徳科と各教科等との連携を強化する視点での作成 



そして，学校の道徳教育全体計画をもとに，年度当初に各学級

の指導計画を作成します。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）各学級の指導計画 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

指導体制の工夫 

道徳教育を学校全体で推進していくためには，すべての教職員の

協力の下，道徳教育推進教師を中心に各学校の実態に応じた指導体

制を構築し，充実させていくことが大切です。以下のような工夫が

考えられます。 

 

①担任以外の教員の参加 

・内容項目に応じて，役割分担を明

確にする。 

・複数教員が授業に関わることで，多

様な視点で子どもたちを見取ること

ができる。 
・導入の範読や終末の説話などの役割

分担 
例）生命尊重についての説話を養護

教諭が行う。 

②道徳教育推進教師や優れ

た教師による授業公開 

・指導観の共有 

・指導技術の交流 

ただし，以下のデメリットも考えられるので，留意が必要です。 
・学級担任だからこそできる配慮が難しくなる。 
・普段とは異なる環境のため，児童生徒が普段と同様な発言ができにくく

なる。 

・提案授業を参観することで，指導方

法を学ぶことができる。 
・具体的な指導場面を参観することで，

指導方法が共有できる。 
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